
(横瀬 鹿背山神社)

れ
て
い
昌
す
。
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さ
て
、
今
年
は
馬
力
ア
ッ
プ
レ
て
久
け
に

頑
張
り
韮
す
か
、
ぞ
れ
ピ
も
馬
ヰ
ゑ
風

マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
い
き
丞
す
か
。
い

ず
れ
に
レ
て
も
ウ
マ
く
末
り
切
り
た
い
も
の

で
す
。

今
年
一
年
間
の
み
な
さ
昌
の
ご
活
躍
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
レ
上
げ
差
す
。

昔
、
か
ら
貌
レ
丞
れ
て
き
孟
レ
た
。

人
類
、
が
馬
を
家
畜
ピ
レ
て
飼
い
姥
め
た
の

は
、
牛
よ
り
も
遅
く
紀
元
前
叫
千
年
ご
み
ピ

推
定
さ
れ
て
い
丞
す
。
そ
レ
て
今
白
星
で
運

搬
用
、
患
耕
用
、
未
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦

争
や
狩
猟
に
も
馬
は
会
場
レ
主
す
。

初
も
う
で
や
会
格
祈
話
相
に
奉
納
す
る
伶
馬

は
、
も
ヒ
は
神
社
や
寺
に
易
を
奉
納
す
る
代

わ
り
に
馬
の
絵
を
書
け
た
の
が
姥
手
川
ツ
ヒ
さ

馬
同
人
間
ピ
意
思
の
・
か
よ
う
家
畜
ピ
レ
て
、--

町民のうごき
世帯数� 1，986戸人口 男� 3，748 女� 3，976 計� 7，724(平成元年11月30日)

出生男�  1女� 2計� 3・死t 男� 4女日計� 4・転入 男� 7女� 1計� 8・転出 男� 6女� 8計14 平成元年11月中)

広報かつうら� 1月号=235・平成� 2年� 1月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -251H代) 
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産 
業

の

振

興

勝
浦
町
の
二
十
一
世
紀
を
展
望
す

る
勝
浦
町
新
総
合
振
興
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

望
ま
し
い
町
の
将
来
像
を
「
住
ん

で
よ
く
お
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
|
阿

波
勝
浦
」
と
掲
げ
、
水
と
緑
の
自

然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
都

市
近
郊
機
能
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
よ
っ
て
勝
浦
町
の
未
来
を

開
い
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
「
勝
浦
川
を
町
の
宝
に
」

と
す
る
ふ
る
さ
と
創
生
事
告
木
の
大

綱
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大
綱

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
提
言
や
「
ふ
る
さ
と
懇
話

会
」
の
ご
意
見
を
も
と
に
策
定
し

た
も
の
で
、
勝
浦
町
の
貴
い
財
産

で
あ
る
勝
浦
川
の
清
ら
か
な
流
れ

を
守
り
、
町
民
が
勝
滞
川
に
親
し

め
る
環
緒
議
4

備
を
総
合
的
に
行
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
「
住
ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い

ま
ち
」
と
し
て
、
水
辺
に
憩
う
ゆ

と
り
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
町
を
つ
く

り
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
ム
寸
春
に
は
、
生
比
奈
農
協

も
合
併
の
方
向
で
進
ん
で
お
り
、

多
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
農
協

を
中
心
と
し
た
営
農
指
導
体
制
及

び
農
業
組
織
が
拡
充
強
化
さ
れ
、

勝
浦
農
業
の
未
来
へ
の
展
望
が
聞

か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
三
か
年
計
画
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
自
由
化
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
続
い
て
元
年
度

は
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の
減
反

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
勝
浦

農
業
の
再
構
築
を
目
指
し
、
貯
蔵

用
優
良
品
種
へ
の
更
新
と
施
設
園

芸
を
は
じ
め
と
す
る
複
合
経
営
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

続
い
て
商
工
業
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
平
成
元
年
春
に
商
工
会

館
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
広
域
商
工

業
の
診
断
実
施
に
伴
う
商
工
業
の

振
興
翠
祭
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
誘
致
企
業
で
あ
る
中
野
鉄

工
と
キ
タ
ジ
マ
木
材
加
工
の
両
社

の
移
転
が
完
成
し
、
立
地
が
遅
れ

て
い
ま
し
た
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

も
新
年
度
早
々
に
は
立
地
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
水
辺
に
憩
う
ま

ち
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
前
川
キ
ャ
ン
プ

場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
一
千
三
百
人

を
超
え
る
子
供
た
ち
が
勝
浦
川
の

自
然
に
親
し
み
ま
し
た
。

県
道
の
整
備
事
業
で
は
、
徳
島

上
那
賀
線
の
新
坂
本
ト
ン
ネ
ル
及

び
バ
イ
パ
ス
工
事
が
、
大
幅
な
予

算
を
も
っ
て
平
成
二
年
供
用
開
始

に
向
け
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま

す。
一
方
、
石
原
か
ら
井
口
聞
の
二

車
線
化
に
つ
い
て
は
、
徳
島
、
小

松
島
市
両
市
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
第
四
十
八
回
国
体
関
連
道
路
と

し
て
整
備
す
る
た
め
に
強
力
な
運

動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
横
瀬
橋
の
架
け
替
え
工

事
は
、
地
元
関
係
者
の
ご
協
力
に

よ
り
測
量
設
計
が
完
了
し
、
い
よ

い
よ
本
年
用
地
買
収
、
着
工
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
県
道
新
浜
勝
浦
線
の
中

山
バ
イ
パ
ス
工
事
は
、
年
度
内
に

着
工
予
定
で
あ
り
、
今
山
、
日
浦

聞
の
未
改
良
部
分
に
つ
い
て
も
、

早
期
の
改
良
要
望
を
続
け
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
県
道
勝
浦
羽
ノ
浦
線
の

沼
江
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
地

元
用
制
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
て
、

年
度
内
に
着
工
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

毒
泡
の
舷
蘭
事
業
に
つ
い
て
は
、

上
勝
町
、
勝
浦
町
、
佐
那
河
内
村
、

徳
島
市
の
一
市
三
町
村
を
結
ぶ
徳

道

勝
浦
町
長

桜
木

義
夫

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
り
み
ま
す
と
昨
年
は
、
昭
和
か

ら
平
成
へ
と
時
代
の
大
き
な
変
革

の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
議
会

を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
の
格
別

の
ご
理
鰐
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
着
実
に
前
進
を
続
け
て
お

り
、
今
年
も
更
に
飛
躍
の
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
町
の
重
要
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
諸
事
業
の
概
要
を
ご
豊
口
申
し

上
げ
ま
す
。

一
干

一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
元
年
の
新
し
い
時
代
に
、 

平
成
元
年
四
月
一
日
、
勝
浦
町

農
協
と
上
勝
町
農
協
の
合
併
に
よ

り
、
新
し
く
勝
浦
郡
農
協
が
発
足

し
ま
し
た
。

¥J 
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島
東
部
広
域
農
道
を
は
じ
め
、
星

谷
農
免
農
道
が
地
元
関
係
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
工
事
が
進

め
ら
れ
、
ま
た
、
林
道
整
備
に
お

い
て
も
継
続
事
業
で
あ
る
婆
羅
尾

岩
屋
線
に
加
え
、
立
川
と
上
勝
町

を
結
ぶ
士
ロ
ケ
平
線
に
着
工
し
、
広

域
的
な
農

・
桂
喝
制
の
撃
情
表
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

生
活
環
境
整
備

住
宅
施
策
あ
る
い
は
花
嫁
花
婿

対
策
の
一
つ
も
し
て
、
昭
和
六
十

一
年
か
ら
年
次
計
画
で
公
営
住
宅

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
平

成
元
年
四
月
に
中
山
地
区
に
木
造

平
屋
建
て
住
宅
五
戸
が
完
成
し
、

若
者
の
定
住
促
進
が
図
ら
れ
、
た

い
へ
ん
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な

る
久
国
集
会
所
並
び
に
横
瀬
消
防

詰
所
は
三
月
末
完
成
を
予
定
し
て

お
り
、
今
山
谷
川
の
災
害
関
連
事

業
と
し
て
の
河
川
改
修
も
着
々
と

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
婦
人
会
を
中
心
と
し
て

花
い

っ
ぱ
い
運
動
が
全
町
的
に
展

開
さ
れ
、
町
全
体
に
四
季
折
々
の

花
が
咲
き
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
び

勝
浦
町
婦
人
会
が
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
荷
つ
く
り
の
輔
か
広
が
っ

て
お
り
ま
す
。

♂¥ 

f¥ 

健

康

と

福

祉

昭
和
六
十
二
年
を
「
心
の
福
祉

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
社
会
福
祉

箪
融
会
や
福
祉
団
体
の
協
力
の
も

と
に
心
の
福
祉
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
着
々
と
実
績
を
挙

げ
一
段
と
輸
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
自
主
的
活
動
を

い
た
だ
い
て
い
る
愛
育
班
組
織
も

平
成
元
華
民
で
九
也
弘
に
広
が
り
、

県
下
一
の
組
織
と
し
て
、
住
民
の

健
康
き
つ
く
り
ゃ
健
康
管
理
に
大
き

な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
長
寿
社
会
に
備
え
て
の

老
ム
福
祉
雛
尽
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
特
別
養
護
老
人

ホ
1
ム
の
建
設
を
目
指
し
て
鋭
意

努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

教

育

の

振

興

国
際
化
に
向
け
て
の
青
少
年
の

英
会
話
教
育
推
進
の
た
め
、
ア
メ

リ
カ
人
の
教
師
を
招
き
、
中
学
校

生
徒
や
社
会
人
の
英
会
宅
最
育
を

行
う
と
と
も
に
、
毎
年
青
年
の
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

学
校
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
を
本
年
に

全
面
改
築
す
る
と
と
も
に
、
生
涯

教
育
を
進
め
る
う
え
か
ら
図
書
館

の
建
設
に
昨
年
着
手
し
、
図
書
室

と
郷
土
資
料
室
及
び
視
聴
覚
室
が

今
春
完
成
の
予
定
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
農
村
環
境

改
善
セ
ソ
タ
!
の
建
設
に
昨
年
着

手
し
、
平
成
三
年
に
は
文
化
的
施

設
と
し
て
利
活
用
い
た
だ
け
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
五
年
に
開
催
さ
れ

諸
問
⑭

G
m
w凸
3
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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

る
東
四
国
国
体
に
つ
い
て
は
、
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
競
技
や
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
会
場
地
と
し

て
、
受
入
れ
体
制
や
施
設
の
整
備

を
図
り
、
勝
浦
町
に
ふ
さ
わ
し
い

大
会
と
し
て
成
功
さ
せ
る
た
め
、

町
民
参
加
に
よ
る
町
づ
く
り
を
進

め
て
ゆ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
な
お
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
の
任
期
も
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
在
任
中
、
町
に
と
り

ま
し
て
は
極
め
て
厳
し
い
試
練
の

四
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
微
力

な
が
ら
全
力
を
傾
注
し
、
ふ
る
さ

ル
藤
績
の
飛
躍
醤
炭
の
た
め
事
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
な
お
一
層
の
ご

壇
警
」
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。 

•議副議繁�  

そ
の
量
、
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
噴
か

ら
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解

と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
様
化
す
る
な
ど
、

ま
こ
と
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
・
ま
す
。

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
町
民
生
活
の
安
定
向
上

を
図
る
た
め
、
今
後
更
に
創
意
工

夫
を
重
ね
、
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待

L

に
こ
た
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に

は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本

た
基

年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

今
、
本
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

と
り
わ
け
農
業
を
中
心
と

幹
産
業
の
確
立
は
、
国
際
的
な
視

野
に
立
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
、
ま
た
、
行
政
需
要
は

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
年頭のあいさつ



第235号 カミ ザコ つ ら 平成� 2年� 1月� 1日 (4) 

l土 た� ち

iる
戚

¥ー

言十

八
十
七
人 

社会[乙価値ある一票を

20歳になったみなさん，今年は大人とし
ての新しい門出の年です。次代を担うみな

さんの洋々たる前途に期待いたします。

成人式の意義を理解して，全員が出席し
ましょう 。

〈男
子
〉

麻
木
辰
彦

・
東

洋

文

池
谷
正
之

・
岩
城
博
文

上
回
辰
哉

・
内
谷
達
矢

上
平
勝
一

・
岡
本
昌
孝

亀
井
淳
之

・
関
東
誉
司

笠

松

仁

・
楠

健

一

栗
城
雄
治

・
駒
津
知
史

下
高
直
紀

・
住
友
憲
一

武
市
貴
裕

・
高
井
裕
司

谷
口

順

二
・
武

田

秀
樹

田
中

宏

・
谷

奥

隆

坪
井
芳
久

・
東
篠
邦
彦

中
川
一
宏

・
西
川
智
博

花

岡

寿

博

・

播

将

幸

漬

浩

史

・
春
田
剛
志

平
岡

義
隆

・
幹

部

隆

一

松
本
秀
樹

・
増
田
耕
造

三
木
洋
史

・
宮
本
孝
史

森
脇
芳
男

・
森

浩

一

山
本
孝
二

・
山

口

茂

山
田
雅
彦

・
湯

浅

誠

二

士
口
守
竜
一

・
若
木
隼
人

。
成
人
式
該
当
者

男
子
四
十
四
人

女
子
四
十
三
人

〈女
子
〉

今
岡
陽
子

・
池
田
智
香

岡
田
直
美

・
大
石
裕
美

笠
木
久
美
子

・
河
村
千
晶

加
藤
直
美

・
稼
勢
ま
ゆ
み

神
原
皇
知
子

・
河
野
美
和

倉
橋
典
子

・
倉
橋
有
子

粟
域
党
代

・
幸
山
愛
子

近
藤
靖
子

・
樫
木
厚
子

菅
内
幸
代

・
瀬
戸
愛
子

高
井
幸
恵

・
高
田
佳
代

高
田
由
美
子

・
谷

景

子

坪
内
理
子

・
寺
岡
秀
子

中
田
富
美

・
績
山
笠
笑

早
川
公
美
子

・
原
田
裕
美

都
ま
す
み

・
平
尾
順
子

福
良
美
由
紀
・
福
良
裕
美

松
鷹
小
由
里

・
松
本
美
穂

増
田
直
恵
・
松
浦
裕
子

前
田
恵
美
・
松
坂
佳
代
子

森
山
節
子
・
山
路
智
子

矢
倉
真
由
美
・
湯
浅
み
ゆ
き

吉
田
美
和

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おめでとう20歳

MUS04
テキストボックス
新成人になられたみなさん

MUS04
テキストボックス
成人式

MUS04
テキストボックス
社会に価値ある一票を
はたちと選挙権
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(5) 平成 2年 1月1日 カ込 ずつ つ ら 第235号

国
民
年
金
の

L

初
歳
に 
な
っ
た
ら

-第1号被保険者

日本圏内に住んでいる  

20歳から60歳未満の農

業や自営業などの人ー (無職の人も含まれます:)
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

加
歳
を
迎
え
ら
れ
、
い
ま
新
た

な
希
望
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ま
た
皆
さ
ん
は
、

新
し
い
時
代
の
担
い
手
と
し
て
社

会
の
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。国

民
年
金
は
、
加
歳
に
な
る
と

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
老
後
は

す
べ
て
の
人
に
基
礎
的
な
年
金
を

--..... 


-第2号被保険者

会社や官公庁あるいは
給料から 学校などに勤めていて，
天引きされます ~ 

厚生年金や共，斉組合に

加入している人

ンの奥さん(配偶者)

などで. 20歳から60歳ー 

-第3号彼保険者

厚生年金や共済組合に

加入している人に扶養

されているサラリーマ

ま は 圏
し、民  20
よ今年歳
うす金に
。ぐにな
加加ら
入入れ
のした

全国し 築ノt支
民ていく ラ給
年、っこンす
金豊かとスる
にかはをのこ
必に迎用とと
ず過え回れに
加ごるとたよ

手て方
続いで

入す老と年り
金 :ιした後

き な 、 まめを  iJ制公
未満の人 を い ま しに安王度平

し 方 だ よも心  90 をで  

勝長 で町 行住補式 催四恒
町コ団  -t内遷い民運に 二さ 日例新
長 副長  υ の手 、福手先日れかの春

林長桜 補役会セ勢ち徳す六島阿
幸・木 選員に  γ 首 、 島 。 日 駅 波
男大義 手の備タ三選新 ま伝路
(久夫 は方え  l十手聞 で大に
郡保  ( 次(まで名団社 の会健
陸常郡 のーす 結 が 役 で 三が 脚
協雄町 と部。団 勝 員 の 日 を

f¥ 
て 団・ 候聞大祉総立、まら徳、の

後 ( 村 お) 式 浦 、 開 間 ー競
上会 りと を町候会 開 月 う

4

『
練
習
に
励
む
選
手
の
み
な
さ
ん

チ)、

藤
本
隆
司
(
勝
中

教
諭
)
。

〈
候
補
選
手
〉
主

将
・
高
田
宏
幸

(
四
国
電
力
)
、松

下
義
和
、
石
木
正

昭
(
以
ト
前
役
場
)
、

水
引
和
浩
(
上
回

石
油
庖
)
、
石
田
早

人
(
長
生
小
委
理
、

肥
田
隆
司

(
日
亜

化
学
工
業
)
、
谷
寛

樹
(
中
野
鉄
工
)
、

新
田
弘
明
(
鳴
門

教
育
大
学
)
、
駒
津

普
司
(
佐
賀
大
学
)
、
穏
台
和
幸

(
富
岡
西
高
校
)
、
柳
田
敏
文

(徳

島
東
工
業
高
校
)
、
大
西
郁
生
、
岩

田
敏
雄
(
以
上
小
松
島
高
校
)
、
石

木
和
幸
、
西
尾
泰
弘
、
加
々
美
浩

通
、
花
房
慎
太
郎
、
中
西
雅
一
、

石
本
善
二
郎
、
森
内
誠
悟
(
以
上

勝
浦
中
学
校
)
。

山
平
里
美
(
阿
南
共
栄
病
院
)
、

高
木
一
雅
子
(
横
瀬
保
育
所
)
、
柳
田

賀
代
(
小
松
島
高
校
)
。傘似ヲ

(陸
協
コ 
l

(
中
野
祉
や
-
)
、コー

チ
・
立
石
竹
夫

援
会
長
)
、
高
木
宏

幸
(
都
臨
控
否
文
)
、

監
督
・
押
栗
義
衛

ーあなたです/ きれいな町をつくるのは一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
20歳になったら国民年金の仲間です
国民年金の種類は３つの種別

MUS04
テキストボックス
第36回徳島駅伝大会



第235号 カ込 つ ら 平成� 2年� 1月� 1日 (6) 

岡
登
さ
ん
・

、、--

ザコ

こ
の
た
び
永
年
に
わ
た
り
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
さ
れ
る
と
と

も
に
健
康
に
留
意
さ
れ
、
保
険
診

療
室
又
け
な
か
っ
た
棚
野
の
岡
登

・

義
尚
さ
ん
の
世
帯
に
対
し
、
徳
島

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

岡
さ
ん
は
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の

身
体
は
自
分
で
守
る
と
い
う
信
念

の
持
ち
主
で
あ
り
「
規
則
正
し
い

生
活
を
し
、
無
理
を
せ
ず
年
齢
に

' f云桜
達木
を町
受長�  
(tか
るら
岡表
さ彰
んの� .

あ
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が

健
康
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
さ
れ
、
一
年
間
保
険
診
療
を
受

け
な
か
っ
た
二
十
二
世
帯
の
「
優

良
健
康
家
墜
に
対
し
、
勝
浦
町

国
民
健
康
保
険
か
ら
記
念
品
を
贈

呈
し
、
感
謝
の
意
歩
表
し
ま
し
た
。 

，与守0与。.マゐマゐ守.マ.守会、"与守ゐ� 4ゐマゐマ..0“'弘司� 忌マ.マ'4守ゐ守マ'1-.'1，6・o.ゐ守ゐ守ゐ.0マo.込.ゐ@ゐマ会守.句� n匙守4""マゐ守o.'1，ゐAVA':'A'1A u.v.:.v.与で&マ.6.� VAV込マ'll.V.島守4込句" 込守ゐマ4色守� .0企� o.・4与・6・'.マ.・.・ 4込0.' .マ."，与マゐ・ 4込・4 'lI.V':込守ゐ@ゐ守.・"品。.・� 4込マ.'・� 4匙守.

医療費の無駄を省き
保険税の納期肉完納を

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
に
お
い
て
は
、

翌
年
度 

(平
成
元
主
度
)
へ
の
繰

越
金
が
九
千
四
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
愛
育
班
を
は
じ
め
町

民
の
皆
さ
ん
が
、
検
診
に
よ
る
疾

病
予
防
や
医
療
費
の
無
駄
を
省
く

た
め
の
適
正
な
受
診
に
心
掛
け
ら

れ
、
併
せ
て
国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
内
納
付
に
つ
い
て
努
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
町
議
会
議

員
さ
ん
も
国
に
対
し
て
国
保
財
政

の
厳
し
い
現
状
を
訴
え
、
医
療
費

の
国
庫
負
担
金
の
増
額
を
要
望
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。こ

の
繰
越
金
は
、
平
成
元
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
の
増
税
を
少

な
く
す
る
た
め
に

一
千
万
円
を
充

当
(
課
税
の
時
点
で
既
に
措
置
ず

み
)
し
、
残
額
は
医
療
費
の
突
発

的
な
増
加
に
備
え
る
た
め
予
備
費

と
し
て
保
留
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
人
口
構
埼
疾
病
構
造

の
変
化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り

医
療
費
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
少
し
で
も
抑
制
し
、
国
民

健
康
保
険
事
業
が
健
全
に
運
呂
で

き
る
よ
う
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

ー
健
全
な
国
保
財
政
|


従
業
員
に
給
与
の
支
払
い
を
す

る
事
業
主
は
、
金
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
前
年
中
に
支
払
っ
た
給

与
所
得 

(給
料

・
賃
金
等
)
の
金

額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
入
し

た

『給
与
支
払
報
告
書
』
を
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
役
場
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
事
業
主
に
対

し
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

提
出
を
怠
っ
た
者
又
は
、
虚
偽
の

記
載
を
し
た
報
告
書
を
提
出
し
た

者
は
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

『事
業
主
』
は
、
給
与
支
払
報

告
書
を
期
日
ま
で
に
、
必
ず
税
務

保
険
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

-守ろうよ 人も車も約束を-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島県知事から表彰される
岡登さん・義尚さん（棚野）

MUS04
テキストボックス
給与支払報告書の提出について



(7) 平成� 2年� 1月� l日� iJ込 tコ つ ら 第235号

手見

4つ

し、
f¥ 

て

藍
青
賞
は
、
徳
島
県
と
徳
島
県

教
育
委
員
会
が
「
お
お
ら
か
で
活

力
あ
ふ
れ
る
児
童
生
徒
を
育
て
る

事
業
」
と
し
て
推
進
し
て
い
る
も

の
で
、
市
川
さ
ん
は
、
勝
浦
中
学

校
教
諭
と
し
て
生
徒
会
活
動
を
通

し
て
、
ユ
ニ
セ
フ
募
金
、
敬
老
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
独
居
老
人
へ
の
年
賀

状
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
み
、
生
徒
会
と
郷
土
の
人

た
ち
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
教
師

の
果
た
す
役
割
が
認
め
ら
れ
て
の

受
賞
で
あ
り
ま
す
。

島
さ
ん
は
、
県
立
鴨
島
養
護
学

校
教
諭
と
し
て
、
同
校
で
「
進
行

性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
児
」
に 

F

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た

情
報
教
育
を
取
り
入
れ
、
障
害
が

あ
っ
て
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う

意
識
を
高
め
、
障
害
者
の
育
成
に

寄
与
さ
れ
て
い
る 

」
と
が
認
め
ら

れ
て
の
受
賞
で
す
。

を要賞

治伸さん� 

♂「、

(棚野)

島

(与川内)

市川 公雄さん

す
。
だ
れ
も
が
い
や
な
顔
を
し
そ

う
な
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
本
当

の
税
金
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。

僕
が
初
め
て
税
金
に
つ
い
て
深

く
考
え
て
み
た
の
は
、
小
学
校
六

年
生
の
と
き
で
し
た
。
六
年
生
に

な
っ
て
、
社
会
の
授
業
が
歴
史
的

分
野
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
の
「
現
代
の
日
本
」
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
少
し
日
本
国
憲

法
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

の
当
時
の
僕
は
、
憲
法
と
い
う
と
、

す
ぐ
に
小
林
寺
拳
法
だ
と
か
、
そ

う
い
う
発
想
が
う
か
ん
で
い
た
の

で
、
興
味
深
く
僕
は
、
さ

っ
そ
く

家
で
姉
の
社
会
の
参
考
書
の
本
を

税
全
こ
の
言
葉
の
も
つ
イ
メ
ー

ジ
は
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う
で

勝
浦
中
学
三
年

栗

城

達

士口

借
り
、
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
ふ
と
見
る
と
、
第
三

十
条
、
納
税
の
義
務
、
と
い
う
と

こ
ろ
が
赤
く
固
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
納
税
の
義
務
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
」

と
思
い
説
明
を
読
ん
で
み
る
と
、

「
納
税
と
は
税
金
を
納
め
る
こ
と

で
あ
り
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体

が
強
制
的
に
徴
収
す
る
金
銭
で
あ

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
納

税
の
意
味
を
知
っ
た
僕
は
、
今
度

は
税
金
は
ど
の
よ
う
な
事
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
崖
崩
れ
に
よ
る
道
路
の
被
害
を

見
ま
し
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道

の
半
分
が
下
へ
落
ち
こ
ん
で
い
ま

し
た
。
「
自
然
災
害
は
恐
ろ
し
い
な

あ
人
も
通
れ
な
い
だ
ろ
う
ね
。
早

く
治
す
た
め
に
有
効
に
税
金
使
っ

て
ほ
し
い
ね
え
。
」
と
一
人
ご
と
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時 
1

初

め
て
税
金
の
使
わ
れ
方
を
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
他
に
も
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
橋
、
毎
日
通
っ
て
い
る

学
校
、
そ
し
て
学
校
の
机
や
椅
子
、

僕
達
の
身
の
ま
わ
り
の
ほ
と
ん
ど

の
も
の
が
、
税
金
に
よ
り
、
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
納
税
者
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

今
の
僕
達
は
、
ま
だ
税
金
を
納

め
て
い
ま
せ
ん
が
納
税
者
の
方
々

へ
の
一
番
の
恩
返
し
は
、
税
金
に

よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、

よ
り
大
切
に
扱
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
い
ず
れ
僕
達
も
納
税
者
と

な
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
時
に
は

快
く
納
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

税
金
は
、
僕
建
か
協
力
し
合
っ

て
、
自
分
達
の
町
、
自
分
達
の
国

今
員
旦
か
に
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

あ
」
と
思
っ
て
い
る
と
そ
こ
へ
母

が
来
て
、「
ひ
ど
い
な
有
こ
れ
じ
ゃ

ーンー トベルト 車社会のみだしなみ一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
藍青賞を授賞

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文
佳作作品
税について
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ずコ

二
十
時
四
十
五
分
成
田
空
港
を

飛
び
立
ち
約
八
時
間
、
眠
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
私
は
飛
行
機
の
窓

に
顔
を
近
ず
け
て
み
る
と
、
も
う

そ
こ
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

が
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。

国
土
面
積
七
六
八
万
六
八
五
五
平

方
メ
ー
ト
ル
日
本
の
二
十
倍
以
上
、

そ
れ
に
対
し
総
人
口
一
千
六
百
五

十
万
人
、
日
本
の
約
八
分
の
一
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
パ
カ

で
か
い
の
で
す
。

ブ
リ
ス
ベ 

γ
に
着
く
と
今
回

の
研
修
捧
行
で
一
番
不
安
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
に
期
待
し
て
い
た
二
泊

三
日
の
ホ 

ム
ス
テ
イ
の
始
ま
り

で
す
。
私
達
(
二
人
)
を
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
一
家

で
夫
婦
、
子
供
(
三
人
)
の
五
人

家
族
で
し
た
。
家
に
つ
く
な
り

「
今
夜
パ

ー
テ
ィ
ー
に
行
く
か
ら

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
き
な
さ
い
」

と
の
こ
と
。
何
や
ら
楽
し
そ
う
な

の
で
私
達
は
シ
ャ
ワ
ー
今
溝
ま
せ
、

勝
浦
町
青
年
会

松

本

博

文

さ
っ
そ
く
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

聞
い
て
み
る
と
親
せ
き
の
娘
さ
ん

の
二
十
一
歳
の
誕
生
日
で
、
娘
さ

ん
の
ボ 
l
イ
フ
レ
ン
ド
の
家
で
パ
ー

テ
ィ
ー
が
あ
る
ら
し
い
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
二
十
一
歳
で
成
人

し
、
日
本
の
よ
う
に
式
典
の
よ
う

な
も
の
は
な
く
、
知
人
友
人
が
集

ま
っ
て
パ

ー
テ
ィ
ー
を
す
る
ら
し

い
。
行
っ
て
み
る
と
、
家
の
庭
に

テ
ー
ブ
ル
が
塁
志
し
て
あ
り
、
五

十
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
お
互
い
の
両
親
も

出
席
し
て
娘
さ
ん
を
囲
ん
で
楽
し

く
話
を
し
て
祝
福
し
て
い
・
ま
し
た
。 

...ステイ先のファミリーと

男
女
交
際
も
日
本
と
違
い
と
て
も

オ
ー
プ
ン
で
す
。
ま
た
、
家
庭
で

は
家
族
の
仲
が
良
く
子
供
は
親
の

言
う
こ
と
を
良
く
聞
き
ま
す
。
中

で
も
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
父
親
で

し
た
。
と
に
か
く
忠
実
に
よ
く
働

き
食
事
の
用
意
、
後
か
た
ず
け
な

ど
家
庭
内
で
の
仕
事
は
手
伝
っ
て

当
然
ら
し
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
ハ
ズ
バ
ン
ド
と
い
っ
て
世
界
で

も
有
名
な
ほ
ど
奥
さ
ん
を
大
切
に

す
る
そ
う
で
す
。
日
本
の
父
親
像

と
比
べ
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

:
が
ん
ば
れ
経
済
大
圏
、
日
本

の
お
父
さ
ん
!
。
私
も
将
来
見
習

わ
ね
ば
と
痛
照
宮
合
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
柄
が
、
国
民
性
と

な
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
魅
力
と

な
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル 
γ
で
は
、

五
件
の
社
会
施
設
訪
問
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
一
番
身
近
に
感

じ
ら
れ
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
訪
問
で
し
た
。
教
室

(
数
学
の
授
業
中
)
に
案
内
さ
れ

る
と
「
こ
ん
に
ち
は
」
、
「
は
じ
め

ま
し
て
」
、
「
す
し
」
、
「
す
き
や
き
」

の
連
呼
で
授
業
中
の
教
室
が
お
祭

り
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
爆

発
的
な
歓
迎
ぶ
り
に
、
私
達
は
う

れ
し
さ
以
上
に
日
本
語
熱
の
高
き

に
驚
か
さ
れ
ま
し
れ
~。
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
と
言
っ
て
も
十
二
歳
か
ら
十
七

歳
ま
で
の 

(日
本
の
中
学
、
高
校

が
一
緒
に
な

っ
た
も
の
)
生
徒
が

学
ん
で
い
て
、
選
択
科
目
に
日
本

語
が
あ
り
、
最
近
で
は
希
望
著
が

特
に
多
く
、
今
や
先
生
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う

で
す
。
日
本
語
教
室
に
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
そ
こ
に
は
富
士

山
、
金
閣
寺
、
大
阪
城
と
い

っ
た

日
本
的
な
写
真
が
多
く
貼
っ
て
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
を
話

せ
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
も
、

伝
統
的
な
日
本
の
優
美
な
美
的
価

値
を
賞
賛
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
市
街
地
を
歩
い
て
み
る
と
日

本
人
相
手
の
商
屈
が
軒
を
並
べ
、

そ
こ
に
は
日
本
人
の
庖
員
も
い
ま

し
た
。
そ
の
上
、
経
営
者
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
日
本
語

(か
わ
い
い
、
似
合
う
ね
、
ま
た

来
て
ね
、

な
ど
)
が
う
ま
い
の
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
本
へ

の
関
心
度
、
期
待
度
の
強
さ
は
私

達
の
想
像
以
上
に
多
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
子
供
達
の
日
本
語
熱

の
高
さ
に
も
、
う
な
ず
け
る
気
が

&ハイスクールの先生方と記念撮影

...オペラハウスとハーバー ドブリッジをパックに

一平成5年 東四国国体を成功させよう一

し
ま
す
。

現
高
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ

て
日
本
は
最
大
の
貿
易
国
で
あ
り
、

ム
議
二
か
国
間
の
関
係
は
、
経
済
、

商
業
、
文
化
を
中
心
に
一
層
堅
固

な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
も
、
自
国
を
知
り
ま
た
相

手
国
を
理
解
す
る
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
短
い
期
間
で
し
た
が
、

開
放
的
で
、
の
ん
び
り
屋
、
人
な

つ
っ
こ
丈
気
さ
く
で
ど
こ
へ
行
っ

て
も
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
る

や
さ
し
い
人
々
、
市
街
地
か
ら
一

時
間
も
自
動
車
を
走
ら
せ
れ
ば
コ

ア
ラ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
が
生
息
し
て

い
る
と
い
う
大
自
然
、
私
に
と
っ

て
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
南
半
球
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
距
離
感
が
な
く
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

大
変
お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島県青年国際交流事業
オーストラリア訪問団に参加して
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①大豆Id:水気をふきとり，

片栗粉をまぶす。

②場げる用意をする。
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高
血
圧
症
で
も
軽
症
の
人
は
、

j

薬
を
飲
ま
な
く
て
も
生
活
指
導
で

血
圧
の
下
が
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。主

な
も
の
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

日
本
人
は
生
活
習
慣
上
、
比
較

的
多
く
の
食
塩
を
と
っ
て
来
ま
し

た
が
、

一
日
摂
取
量
を
十 
9
以
下

の
目
標
に
し
ま
す
と
、
こ
れ
だ
け

で
血
圧
の
下
が
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。 

下
が
り
ま
す
が
(
直
接
効
果
)、こ

れ
を
二 

三
か
月
続
け
る
と
運
動

過
度
の
精
神
的

・
肉
体
的
ス
卜

し
な
い
日
の
血
圧
も
下
が
り
ま
す

レ
ス
を
避
け
る
。

現
代
社
会
で
は
ス
ト
レ
ス
を
な

く
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ

こ
で
ス
ト
レ
ス
に
う
ま
く
対
応
す

る
こ
と
に
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

適
度
の
休
養
と
十
分
な
睡
眠
、

そ
し
て
気
分
転
換
で
生
活
の
リ
ズ

ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
疲
労
を
感

じ
な
い
程
度
に
軽
い
運
動
を
行
う

事
は
良
い
こ
と
で
す
。

と
関
連
し
ま
す
が
、
適
当
な

運
動
で
血
圧
が
下
げ
ら
れ
ま
す
。

ω軽
い
運
動
の
あ
と
で
は
血
圧
は

勝
浦
病
院
長

太

田 ー¥

重

車加

六
十
分
位
、
汗
ば
む
程
度
の
運
動

が
適
当
で
す
。

軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
自
転
車
、

水
泳
、
ゆ
っ
く
り
階
段
を
昇
降
す

る
等
何
で
も
結
構
で
す
。

脈
拍
数
が

一
分
間
に
百
十
前
後

に
な
る
程
度
で
す
。

1月のくら し

ヲシポイJit>情報

f ヘ、� 

肥
満
と
血
圧
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
減
量
す
る
だ
け
で
血

圧
の
下
が
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す。(注
)
生
活
指
導
の
み
で
血
圧
が

下
が
る
か
、
薬
も
必
要
と
す

(慢
性
効
果
)
。
軽
症
高
血
圧
ほ
ど

効
果
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
ら

な
い
う
ち
に
運
動
に
、
山
掛
け
ま
し
ょ

内
ノ
。運

覇
の
程
度
は
毎
日
三
十
分

る
か
は
、
高
血
圧
症
の
程
度

や
合
併
症
で
異
な
り
ま
す
。

は
じ
め
に
お
医
者
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
下
さ
い
。 

J

今月 は、� 1月19日掛� 17時~22時 

1月27白出� 13時~21時

ヒ-ムライフル講習会
Oあなだも撃ってみませんか?� 

住民禍祉センタ一三階ホール

都合の付〈時間に参加 してください。

お待ちしています。

大豆と小魚の栄養まんまる揚げ� 

食材料 女作 り方

小魚(かえり干し)� 508 ①鍋に砂糖，しよう泊，

大豆(水煮� 1508 みりんを入れて弱火で
片栗粉� 40呂 策立たせる。� 

場げ泊 ②IJ ¥魚を170度くらいの

砂糖 60 g 泊でカラッと揚げる。

しよう泊 1/5力ッブ� ③大豆を同僚に揚げる。

みりん IJ、さじ4 ④①ガ煮つまり，糸をひ

白ごま 10呂 く位になっ芝ら，②③

を加え混ぜて，白ごま

をふり入れてさらにま

ぜる。

一安全をいつも心に ふむペダルー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
高血圧症の生活指導

MUS04
テキストボックス
減塩
安静
運動

MUS04
テキストボックス
肥満にならないこと
１月のくらし
ワンポイント情報
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らしの中の人権

お
父
さ
ん

「
私
ら
同
和
地

区
の
人
ゃ
い
う
て
、
な

ん
じ
ゃ
差
別
し
と
ら
ん

し
・
。
話
し
合
い
っ
た

っ
て
、
わ
し
ら
あ
ん
ま

り
関
係
な
い
ん
と
ち
が

う
ん
で
・
・・
�
 

0

」

役
場
の
職
員

「
ご
主
人
は

今
、
関
保
は
な
い
と
い

い
ま
し
た
が
、
そ
う
し

た
考
え
が
実
は
差
別
に

つ
な
が
っ
て
い
く
ん
で

す
よ
。」

お
父
さ
ん

「
な
ん
で
で
�
 ?

私
ら
の
会
社
に
も
部
落

の
人
が
お
り
ま
す
け
ど
、

仲
良
う
仕
事
し
よ
る
し
、

一
緒
に
、酒
飲
ん
だ
り
し

て
楽
し
い
に
や
っ
て
い

ま
す
。
ほ
ん
で
い
い
ん

と
ち
・か
い
ま
す
で
。
そ

れ
を
い
ま
さ
ら
、
差
別

が
あ
る
と
い
わ
れ
た
ら
、

か
え
っ
て
意
識
し
す
ぎ

て
、
う
ま
い
こ
と
い
か

ん
の
と
ち
が
う
で

・
。」

こ
れ
は
家
庭
を
回
っ
て

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
訪
宅
研
修
」
で
、

役
場
の
職
員
と
、
あ
る
家

の
「
お
父
さ
ん
」
が
話
し
�
 

合
っ
て
い
る
場
面
�
 徳
島
県
同
和

対
策
推
進
会
が
作
っ
た
ス
ラ
イ
ド

「
石
は
語
る
」
の
一
部
で
す
。
こ

の
「
お
父
さ
ん
」
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
人
が
、
ま
だ
私
た

ち
の
周
辺
に
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

I"ol 

'---

ノ

現
在
、
就
職
の
面
接
試
験
の
と

き
に
、
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

l

の
あ
る
事
項
(
本
籍
、
家
庭
の
職

業
、
学
歴
な
ど
十
四
項
目
)
を
尋

ね
ら
れ
て
も
、
答
え
な
い
よ
う
な

指
導
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

最
初
、
部
落
差
別
を
な
く
す
る
と

い
う
視
点
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
結
果
、
部
落
差
別

の
問
題
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に

恵
ま
れ
な
い
家
庭
、
定
職
を
持
た

な
い
家
庭
、
母
子
家
庭
な
ど
、
本

人
の
適
性
や
能
力
と
全
く
関
係
の

な
い
こ
と
が
ら
を
理
由
に
差
別
選

考
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し

て
、
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に

は
、
宗
教
、
思
想
、
信
条
な
ど
、
基

本
的
人
権
に
か
か
わ
る
事
項
に
よ

り
、
合
否
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
�
 

不
ム
晶
を
な
く
す
る
方
向
へ
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
部

落
差
別
を
な
く
す
る
と
言
う
考
え

方
が
、
私
た
ち
の
人
間
と
し
て
の

人
権
を
守
る
と
言
う
こ
と
と
確
実

に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

同
和
問
題
は
、
「
お
父
さ
ん
」
の
言

う
よ
う
に
、
だ
れ
に
と

っ
て
も

「
関
係
な
い
」
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
、
す
べ
て
の
人
に
か
か
わ
り
の

あ
る
大
き
な
問
題
な
の
で
す
。

¥¥‘山
一出刷

儲
廻
説

も
う
一
度
、
ス
ラ
イ
ド
「
石
は


語
る
」
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ


う
。
役
場
の
職
員
が
紙
芝
居
「
石


の
詩
」
を
見
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り


ま
す
。
そ
れ
は
、
県
内
の
あ
る
地


域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
話
で
、

一一


百
年
ほ
ど
前
、
数
個
の
石
を
め
ぐ
っ


て
、
人
間
性
を
無
視
し
た
言
語
に


絶
す
る
差
別
が
行
わ
れ
た
と
い
う


内
容
で
す
。

bω

役
場
の
職
員

「
こ
の
紙
芝
居
を
ご v

 

ら
ん
に
な
っ
て
、
お
父
さ
ん
ど

ん
な
に
思
わ
れ
ま
す
か
。」

お
父
さ
ん

「
ほ
う
じ
ゃ
な
あ
。
気

の
毒
な
話
や
と
思
い
ま
す
わ
。」

こ
の
「
お
父
さ
ん
」
の
よ
う
な
、

部
落
の
人
々
は
差
別
さ
れ
て
「
気

の
毒
」
だ
と
か
「
同
情
に
た
え
な

い
」
と
い
う
意
見
は
、
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

私
達
の
日
常
生
活
の
中
で
、
他

人
の
不
幸
に
対
し
て
同
情
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
よ
く
よ
く
考
え
て

み
ま
す
と
、
そ
こ
に
「
自
分
は
差

別
さ
れ
る
立
場
に
い
な
く
て
よ
か
っ

た
」
と
か
、
「
自
分
は
あ
の
気
の

毒
な
人
達
と
は
別
の
世
界
の
人
間

な
の
だ
」
と
い
っ
た
感
情
が
し
ば

し
ば
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
は
自
分
を
優
越
し
た
立
場
に
お

い
て
他
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
よ

う
な
見
方
が
差
別
意
識
に
支
え
ら

れ
て
い
る
場
合
が
、
決
し
て
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
情
は
部
落

差
別
の
解
消
に
と
っ
て
は
な
ん
の

力
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
差

別
を
温
存
さ
せ
る
役
割
を
に
な
う

マ
イ
ナ
ス
車
簡
た
と
い
え
る
で
し
ょ

私
た
ち
の
人
権
は
、
自
分
で
っ


か
み
と
っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
、


タ
ナ
ボ
タ
式
に
何
も
せ
ず
、
他
か


ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま


せ
ん
。
部
落
差
別
を
自
分
に
か
か


わ
り
の
な
い
他
人
ご
と
な
ど
と
考


hえ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
の
権


o
利
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
和
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
自
身

の
人
権
を
自
ら
守
っ
て
い
く
こ
と

で
す
。
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
運
動
は
、
全
て
の
人
の
人
権

を
守
る
運
動
と
結
合
し
て
い
く
わ

け
で
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
の
た
め
に
、
常
に
同
和
問
題
の

認
識
を
あ
ら
た
に
し
、
差
別
を
し

な
い
、
許
さ
な
い
運
動
の
輸
を
更

に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間
中
の
十
二
月
八
日
、

生
比
奈
小
学
校
で
い
じ
め
、
体
罰

を
な
く
す
願
い
を
込
め
て
全
校
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
書
い
た
人
権
啓

発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
花
の
種
を
つ

け
て
、
一
斉
に
大
空
に
放
し
ま
し

た。
飛
ば
し
た
風
船
を
和
歌
山
県
等

で
拾
っ
た
方
が
い
て
、
次
々
と
生

小
に
お
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
。

..メッセージをつけた風船が一斉に放さ

れ， 大空へ舞い上がりました

一寒けれど� 少しのゆとりある出勤一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権

MUS04
テキストボックス
同和問題はだれが問題か
すべての人にかかわりが

MUS04
テキストボックス
同情で差別はなくなるか
すべての人の幸せのために
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み
�
 不
在
者
投
票
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一¥

、


lがさ長  
;行れ選任  ; 
'わ、挙期
' れ ー が 満
，ま月一了;
!す 二月に  :

。十十伴  ;
一六う

日塁悪 :

票示町  :

1d主主-Zセ哲
脇:干 z 
iJ ~fi
正にi業

直!
 

-
告
示
日

一
月
十
六
日

ω

-
投
票
日

一
月
二
十
一
日
側

載
さ
れ
る
者
。

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
、
不
在
者
投
票
を
す
る
一

こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

一

求
は
、
一
月
十
八
日
ま
で
で
す
。
一

女

投

票

時

同

一

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

一

(立
川
地
区
第
五
投
票
所
は
午
後
一

占
�
 年
齢
要
件

H

四
時
ま
で
�
 
)
0
 

一

農
業
委
員
会
系
責
の
選
挙
天
は
、

女

開

票

日

・

開

票

時

同

一

各
有
権
者
が
、
毎
年
一
月
一
日
現

o

'

町
長
選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に
登

ー
農
業
委
員
会
委
員
|

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二

年
三
月
一
日
現
在
で
、
全
国
の

「
一
九
九
�
 

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
農

林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
与
挙
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
を
は
じ
め
各
方
面
で

農
林
業
施
策
推
進
な
ど
の
基
本

資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、

農
林
業
の
経
営
な
ど
を
お
尋
ね

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

.

平
成
元
年
一
月
二
十

一
日
現
在

に
生
ま
れ
た
も
の
)

農
地
面
積
を
十
ア
ー
ル
以
上
耕

で
、
満
二
十
歳
以
上
の
者
(
昭
和

四
十
五
年
一
月
二
十
二
日
以
前
に

生
ま
れ
た
者
)
。

安
住
所
要
件

平
成
元
年

一
月
十
五
日
現
在
引

き
続
き
三
か
月
以
上
町
内
に
住
所

を
有
す
る
者
(
転
入
者
は
、
平
成

元
年
十
月
十
五
日
以
前
に
転
入
届

を
し
た
者
)
。

選
挙
の
当
日
正
当
な
事
由
に
よ
っ

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
告
示
の
日
(
十
六
日
)
か
ら

投
票
日
の
前
日
(
二
十
日
)
ま
で
、

開
票
は
、
二
十
一
日
即
日
開
票

一
在
で
農
業
委
員
会
へ
申
請
し
な
け

で
午
後
八
時
か
ら
住
居
福
祉
セ
�
 
γ

一
れ
ば
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

タ
!
三
階
で
行
い
ま
す
。

一
ま
せ
ん
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

一

こ
の
登
録
申
請
に
つ
い
て
、
昨

作
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
同
居
の

親
族
や
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む

ね
六
十
日
以
上
耕
作
し
て
い
る
者

で
、
農
業
雰
貰
会
が
認
め
た
も
の
。

以
上
の
各
要
件
が
備
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
忘
れ
な
い
よ
う
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
町
農

業
委
員
会
又
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
下

支
」
い
�
 
o

，

せ
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
(
役
場

一
年
十
二
月
に
各
地
区
の
指
導
部
長

住
喧
福
祉
課
内
)
ま
で
。
一
さ
ん
を
通
じ
て
、
白
金
墨
田
の
配
布

一
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
�
 

入
L
L
-
E
3
E
n
-
-
f
t
3
U
/

¥
l
i
l
-
-
/

一
の
轡
搭
宙
存
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

・
�
 

，
指
導
部
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し

(
立
候
補
予
定
者
説
明

4
5
 …
て
下
さ
い
。

一
月
五
日
午
前
九
時
か
ら
、
役
一

女
資
格
面
再

o

場
で
行
い
ま
す
。
立
候
補
予
定
者

一

年
齢
が
平
成
二
年
四
月
一
日
現

本
人
か
、
代
理
の
方
が
出
席
し
て

一

下
さ
い
。

一
�
 
在
で
、
満
二
十
歳
以
上
の
も
の

(昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
ま
で

農
家

・
林
家
な
ど
を
対
象
に

年
世
界
農
林
業
セ

O

一平成5年東四国国体を成功させよう-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町長選挙

MUS04
テキストボックス
選挙人名簿の登録申請は
一月十日（水）までに
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な
け
れ
ば
措
置
で
き
ま
せ
ん
。
入

一
果
が
大
き
な
実
を
結
び
ま
し
た
。

所
申
請
書
は
、
家
族
の
方
が
持
参
一
お
め
で
と
う
。

し
て
下
さ
い
。

…

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
に

つ

一

い
て
も
申
請
が
必
要
で
す
。
…

ま
た
、
今
年
度
初
め
て
入
所
さ
一

れ
る
場
合
は
、
児
童
・
を
同
伴
し
て
…

下
さ
い
。

一

重
申
請
受
付
日
程

一
ポ 

…
ス

及
び
手
続
き

一
民

一
月
土
谷
川
か
ら
十
八
日
一

制

肘
、
午
前
八
時
三
十
分

午

…

削 七
県

。

同

詩

日

時

…

。
受
付
場
所

一

各

保

育

所

…

・1
・T
T
γ
:
:
v・
・
-1γ

J

後

四

時

ま

で

一

時

計 
(百
町
二

id E

一一


控
室
宵
所

主
干
人 
)
…
一

昨
年
中
に
開
催
さ
れ
た
県
南
地


。
入
所
要
件

一
区
に
お
け
る
四
つ
の
大
会 

(山
口
、


保
育
所
の
入
所
は
、
児
童
福
祉
…
勝
浦
、
鷲
敷
、
松
心
)
に
お
い
て


v

。

定

員

…

グ

は

ば

た

け

法
に
よ
り
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
一
優
勝
1

子
ど
も
た
ち
の
練
習
の
成

本
大
会
の
軟
式

野
球
部
門
は
例
年

に
よ
り
三
か
月
遅

れ
の
十

一
月
十
九

日
石
井
町
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
県
下
の

各
，フ
ロ
ッ
ク
代
表

が
対
戦
し
、
勝
浦

郡
代
表
と
し
て
出

場
し
た
「
生
比
奈

ク
ラ
ブ
」
が
初
の

壮
年
の
部
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

部
4

l

語
十
一
月
二
十
三
日
、
勝
浦
、
上
勝

両
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
合
会

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
大
会
は
、

県
下
の
各
小
学
校
か
ら
前
回
よ
り

十
チ 

ム
増
の
三
十
八
チ

参
加
、l

の
四
、
ソ

A
B
C
D

ム
が

ン
に

l l

分
か
れ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

大
会
結
果
(
勝
浦
町
の
み
)
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈 

A
-ソ 

ン
〉

ゾ 

ン
〉

C
〈

l l
優

勝

生

比

奈 

B A A A
愛

準
優
勝

優

勝

横

瀬坂

本 

横
瀬
少
女
ハ
レ
  

ゾ
ー
ン
〉

準
優
勝

横

〈 

(
個
人
質 

・
最
優
秀
選
手
賞

実
、
山
敬
子

・
横
尾

・
雷
秀
選
手
責


高
橋
由
起
江

・
石
尾


中
村
美
和

・
近
本


・
ベ
ス
卜
ナ
イ
ン

鉱

紀

代
v

D

瀬� 

・
穏
台
亜
由
美

日
浦
由
香

・
秋

本

優

子

第

8
回

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

勝

浦

大

会

…
袋
小

↑
ツ

平
成
二
年
度
の
保
育
所
入
所
説

明
会
並
び
に
入
所
申
請
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
入

所
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
出
席
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
今
杢
度
初
め
て
入
所
を

希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、
必

ず
説
明
会
に
出
席
し
て
下
さ
い
。

園
入
所
説
明
会
日
程

。
日
時

一
月
八
日
(
月
曜
日
)

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

。
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

な
お
、
都
合
で
出
席
で
き
な
い

方
は
、
申
請
受
付
期
日
ま
で
に
各

保
育
所
で
申
請
書
等
を
受
け
取
っ

て
下
さ
い
。

*
個
人
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

聡朋
子 代

和


ー一 γ一トベルト 車社会のみだしなみ一

MUS04
テキストボックス
保健所からお知らせ
第十四回県民スポーツ祭
生比奈クラブ初優勝
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弦
丸
一初
日符
一
品
川

J

〈
川
柳
〉

今
別
れ
告
げ
た
ら
理
性
く
ず
れ
そ

う

酔

参

傷
つ
け
ぬ
別
れ
の
言
葉
探
し
て
る

万

里

言
い
足
り
ぬ
惜
別
ド
ラ
が
急
が
せ

る

の

ぼ

る

定
年
を
待
っ
て
別
れ
を
口
に
す
る

倦
怠
期
別
れ
話
も
二
度
三
度千

代
こ
っ
ゆ

別
れ
て
も
や
っ
ぱ
り
心
に
残
る
人

千

恵

胸
の
う
ち
信
号
待
ち
で
打
ち
あ
け

る

列

東

私
だ
け
棲
み
た
い
厚
い
胸
の
中

ふ
さ
を

言
い
勝
っ
て
胸
が
重
た
い
秋
の
風

あ
ゆ
み

残
り
火
を
胸
算
用
が
消
し
て
ゆ
き

早

苗

胸
張
っ
て
百
点
ら
し
い
子
が
帰
る

蓑
虫
の
鎧
が
ほ
し
い
私
で
す加

辻

美

里

虫
一
つ
テ
レ
ビ
を
消
し
て
聞
き
惚

れ

る

た

け

お

お
互
に
枯
れ
る
心
を
溶
か
し
合
い

常

一

l

子
の
個
性
レ 

ル
の
上
を
走
ら
な

い

思

葦

文
化
協
会
か
ら

蝉
川
柳
教
室
を
聞
き
ま
す

寝
顔
ま
だ
見
せ
た
こ
と
な
い
奏
元

気

瞳

ゲ
ー
ト
ボ 

ル
二
級
合
格
夢
の
よ

l

角
ノ看

護
婦
に
尽
さ
れ
老
の
力
づ
け

新
太
郎

え
え
肴
も
う

一
本
と
追
加
す
る

ス
ト
レ
ス
は
旅
に
出
た
時
置
い
て

来
る

智

世

子

同
窓
会
先
生
だ
け
が
古
い
服香

月

時
な
ら
ぬ
阿
波
踊
り
見
る
人
を
見

。ヲ撮
影
の
へ
リ
に
手
を
振
る
鍬
杖
に

ア
サ
ノ

米
ソ
手
を
握
れ
ば
世
界
平
和
め
く

ず

都

景

コ
マ
ネ
チ
の
恋
は
満
点
と
も
ゆ
か

一
月
十
二
日
(
金
)

一
月
二
十
六
日
(
金
)

午
後
七
時 

午
後
九
時

J

住
民
福
祉
セ
ソ
タ 

図
l

習
字
学
級

平
成
二
年
二
月
十

一

日
日

午
後

一
時
か

ら
四
時
ま
で

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室 

「 

藤
代
院
潮
先
生

付
白
い
口
実、い
臼
ハ

ガ
キ
各
題
二
句
づ
っ

と
雑
詠
一
句
を
一
月

三
十

一
日
制
ま
で
に

お
送
り
下
さ
い
。 

T
E

E
E
L

初
心
者
の
方
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

句 講 場 日

題 師 所 時

あ
て
先

中
田
ヤ
ス
エ

一一
四
五
八
三
番

l 瀬

書富
 

横

= 
A、� 

" 


三
百
円

費

書
室一

月
七
日
(
日
)

一
月
十
七
日
(
水
)

時
同
午
後
七
時
三
十
分 

午

後
九
時
三
十
分

j

墨
絵
学
級

短
歌
山
字
級

1言

場
所
住
塁
福
祉
セ

ン
タ
ー
図

書
室一

月
二

十
日
(
土
)

時

同

午

後

一
時
か
ら

場
所
住
民
福
祉
セ

ソ
タ 

図
l

書
室

-守ろうよ 人も車も約束を一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
消防団出初式
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今月の健康行事(お問い合わせ先環境衛生課保健婦へ)

室
に

参

... 

-<><><><> 

!
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一安全をいつも心にふむペダルー

対象者日曜 容 場 所 持参するもの他内 時間

10 9:3 1:30水 健 康 談 一 般の方 坂 本 集 会 所健康手帳相 日� 

凱30~10 13: 15:00 2水 健 康 談 一 般の方 集会所健康手帳相

:30~11 9木 高 学 の高い人及びその 掛谷集会所健康手帳血 圧 級 血家圧族

I11 /7 13:30 15:00 阪木 健 康 談 一般の 今山公会堂健康子相 l-

¥一� 
12 1 2224 13:30- O金 歳 児健康 診 査� 立ほで 勝浦病院母子手帳川� 

17 40 13: 15:00 60030~水 基本健診(成人病検診) 満� 歳以上の方 勝浦会館健康手帳 料金 同� 

18 9 :30-11:30木 健 康 談 一 般の方 横瀬集会所健康手帳相

30~18 13: 15:00木 健 康 談 一 般の方 所棚生野名集集会会 iJj-健康手帳相 p

22 13:30-15:00月 健 康 談 一 般の方 久国公会堂健康子帳相 l

24 40 13: 15:00 60030~水基本健診(成人病検診) 満� 歳以上の方 中山公会堂健康手帳 料金… 同l

25 13: 15:0030~木 健 康 談 一 般 の 方 星谷集会所健康手帳相

26 EZ24Z230 13:30- O金 乳児健康診査 勝浦病院母子手帳まで 山� 

31 13:30-16:00ら 中水 心 臓 病教室 住民稿祉センター料金…無料貫れ治主療区たが
心 の 人0_

70成人病検診については，満� 歳以上の方，市町村民税非課税世幣，生活保護世帯の方は無料です。O

」。

。鮮 ミヨ鼠 子需主主しれる志つは

中と

O 健 認診腕量め的て~でL、 ?H人こ終常�  

を五 ていかのはえもに筋て瞳人
占 十 ま く に か 傾向る のよこ増買の硯
め 年七 か日か発 うえ 死在か た で
て 、 が頃わ病 そてそ因10か条
まら町 防暮が 誘因ヵ:あら のる中第
す;死で の ら 深 り に よので二

O"特も位に室控うじま。すカギしだい亡明は、
宮特 と迄け わじL、 にない�  

@ 卜に い�  Lこ わ� R Eって

9智
p一歩食昂は栄養バランス考えて 人の� わい諺健 引1J0
ぜふれで νV 『

@。宮 崎 よ
結肪の鍍取協調直物牲を中山 こ ど時払治あ 妥日日ト一� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
心臓病教室に参加しよう
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施� ‘防
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。初旬� f';j)持込� 
iυ1ι Pι唱11
¥司Fノ瑛iIi¥烹4'" @菌感量 健 康

J麻
;!し� 
-~ 戸し

実 予ε

定期横~忘れずに 

側
捗
用

、輸

則
吸

向
濁 

一
北

ストレスl志、工夫をこらして

h
I
D

4
4
V
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時
に
は
合
併
症
と
し
て
肺
炎
、
気

管
支
炎
、
脳
炎
、
中
耳
炎
な
ど
を

起
こ
す
急
性
伝
染
病
で
、
現
在
で

も
油
断
の
で
き
な
い
重
い
乳
幼
児

の
病
気
で
す
。

そ
こ
で
予
防
接
種
を
受
け
て
麻

し
ん
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

平
成
元
年
度
か
ら

実
施
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た 
M
M
R

(
麻
し
ん
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
風
し
ん
)

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

厚
生
省
か
ら
の
通
知

に
よ
り
今
年
佐
民
は
見

合
わ
せ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
、
従
来

か
ら
実
施
し
て
お
り

M
Y

。
個
人
負
担
歪

千
三
百
円

。
接
種
方
法

個
別
接
種
と
し
ま
す
。

女
予
防
護
事
乞
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
環
境
衛
生
課
へ
料
金
を
添

え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。(
医

と
し
て
生
後
十
二 

七
二
か
月
児

療
機
関
で
直
接
受
け
る
こ
と
は

を
対
象
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

で
き
ま
せ
ん
)

。
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

赤
岩
医
院
、
湯
浅
医
院
、
勝
浦

病
院
、
山
西
医
院

j

麻
し
ん
は
「
は
し
か
」
と
も
呼

い

二

'れい贈

れ一時一
 

麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
麻
し

ん
ワ
ク
チ
ン
を
用
い
て
定
期
接
種

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
一
回
の
接
種
に

つ

∞

ま

す

麻

し

ん

ワ

ク

チ

日

ン

の

単

独

接

種

を

次

自
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

カ

河

よ
っ
て
九
五
%
以
上
の
人
が
免
疫

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
疫

が
で
き
た
場
合
に
は
一
生
麻
し
ん

に
か
か
ら
ず
に
す
む
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
予
防
接
種
後
三
週

間
を
す
ぎ
た
頃
か
ら
抗
体
陽
転
が

@ 


。
接
種
期
間

十
一
日
ま
で
の
間

。
該
当
児

J

平
成
二
年
一
月
八
日 

一
月

み
ら
れ
、
そ
の
抗
体
価
が
最
高
値

J
六
週
目
で
す
。

に
達
す
る
の
が
四

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
発
病
阻
止
効
果

J

昭
和
六
十
二
年
三
月
一
日
?
六

十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子

六
歳
未
満
で
、
今
ま
で
に
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
子

八 

及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

は
接
種
二
週
間
頃
か
ら
現
れ
、
そ

の
効
果
の
持
続
期
聞
は
自
然
麻
し

ん
と
同
様
ほ
ぼ
一
生
続
く
と
考
え

ば
れ
る
麻
し
ん
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

よ二手!こ発敏。


に
よ
っ
て
起
こ
る
急
性
尭
し
ん
性

の
ウ
ィ
ル
ス
疾
患
で
す
。
潜
伏
期

十
三
日
の
後
、
発
熱
で
始
ま

り
鼻
汁
、
せ
き
、
結
膜
充
血
、
め

下問
ら
れ
て
い
ま
す
。

ね 疑※

さな 他
い点の
。qz

量毒
婦と
にの
お関
た 連
ずで

⑪ 


の
な
い
子

や
に
等
の
カ
タ
ル
症
状
が
現
れ
、

スラン

。

‘、，



司
一一
ゾ
、

パ
意

の
ゆ
式
の
注

，
哩
山
十
と
要

量
は 

γ

¥
也
動
に

』
広
ゐ
還
の

〉
可
、

畳は
もい

の
甘

事
。

食
で

f
H
J
(

h4
y

h
J
t- a

Hv
J
-
「 
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一平成� 5年東四国国体を成功させよう-

血圧とコレステロールを正常に� 
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MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
麻しん予防接種の実施について
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ヌ少第235号 ザコ

戸
籍
の
窓

竹
月
間
日 
j
ロ
月
刊
日

-
ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字字

馬久
国場

栗

坂

早義

ゃ
あ
く
や
み
申
し
ま
す

夜間救急当番表� 

勝
浦
会
館
一
月
行
事 

湯

浅

勉

岩
金
富
貴
代

松

本

威

蔚
藤
久
仁
子

¥
大
字
坂
本
字
繁
野

島

市

¥
大
字
沼
江
字

西
岡

習
字
教
室

篠

教

室

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

市

-R



/
徳

島

5
日
幽

8
日
側

9
日
刈

日
日
嗣

日
日
山
川

口
日
嗣

四
日
嗣

四
日
幽

初
日
出

篠

教

室

幻
日
開

幻
日

ω
着
付
教
室

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
削鼎岩

山
西
繁
雄
(
乃
歳
)

大
字
坂
本
字
中
尾
中
尾
秀
夫
(
苅
歳
)

大
字
生
名
字
石
垣

西
谷
カ
ズ
ヱ
(
幻
歳 
)

大
宇
中角
字玉
の
木
西
魚
キ
ヨ
ミ
(
臼
歳
)

大
字
三
渓
字
樫
湖
折
部
ヒ
デ
子
(
位
歳
)

大
字
三
漢
字
古
川
横
尾
菊
雄
(
侃
歳
)

日
制

お
日
同

手
芸
教
室

却
日
開

篠

教

室

. 

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

M

踊
り
教
室

大
宇三
淡

山

田

徹

ノ

長

男

字
栗
山
崎
み
ゆ
き
¥
大

善

意
あ
り
が
と
う

地� 

r 

す� 

-

-

L 

z 
d 

r 

手

ご
ざ
い
ま
し
た

刊
月
叩
日 
j
刊
は
月
内
日

匿西竹中野森
角田尾上

艶
子
さ
ん
(
棚

武
典
さ
ん
(
中

文
昭
さ
ん
(
坂

貞
美
さ
ん 

(立

操
さ
ん
(
中

名 

(横

瀬角川本山野

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
ま
す
。 

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
膝
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
茄
下
さ
い
。

町
の
行
政
機
関
は
、
昨
年
の

九
月
か
ら
第
二

・
第
四
土
曜
日

を
閉
庁
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

み
当
づ
く
り
に
つ
い
v
T

今
年
も
み
そ
づ
く
り
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
婦
人
の
家
で

は
、
み
そ
加
工
時
の
混
雑
を
避
け

る
た
め
、

一
月
二
十
五
日
か
ら
二

月
十
日
ま
で
の
期
間
に
集
中
的
に

み
そ
加
工
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
で
に
予
定
を
た
て
て
い
る

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
こ
の
期
間
に
予
約
し
て
下

さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
な
お
、
加
工
時
は
必
ず
管
理
人

の
指
示
に
従
い
事
故
の
な
い
よ
う

に
十
分
気
を
配
っ
て
下
さ
い
。 

(敏称略)

ー 苗美
/"'...凪;--\\~

町窃晃弘伽h 長
£戸財栴9川町i有女
~ヘノ消加

-飼い犬は必ずつないでください一

匂クを軟にしなヘ公?
不用犬買い上げ日 宇る為J 

1月10日制 叫� A ム� 

オ月� 2 日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

4 日 上勝診療所�  6-0302 

6 日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

8 日 山 西 医 院 �  2 -3 0 2 7 

10日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

12日 湯浅医ー院� 2-2003 

⑪ 日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

16日 赤岩医院�  2-2006 

18日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

20日 土勝診療所�  6-0302 

22日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

24日 山 西 医 院 �  2 -3 0 2 7 

26日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

@ 日 湯浅医院�  2 -2 0 0 3 

30日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

¥v 

¥) 

¥"".里てご

平日 午後6時一翌朝午前� 9時
休日 午後ア時一翌朝午前9時 1月24日体) 成犬� 300円小犬� 100円
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